
24 
 

 
 
 
 
 
 
 

第２章 

子供の意見を聴く取組  
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     ２ こども都庁モニターアンケート結果 

     ３ 子供の居場所におけるヒアリング実施結果 

（１）ヒアリング実施概要 
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１ 取組の背景と意義 
（背 景）  
〇 東京 都で は 、第 2 期 子供 ・子 育 て支 援総 合計 画か ら 、小 学生 から 高校 生 まで に出

前授 業や 子供 の 居場 所に おけ るヒ ア リン グを 通し て、 東 京都 の課 題や もっ と 充実 し
てほ しい こと に つい て意 見を 聴く 取 組を 行っ てき まし た 。  

〇 令和 ３年 ４ 月１ 日に 施行 され た 東京 都こ ども 基本 条 例で は、 第５ 条で 「 都は 、社
会全 体で こど も を育 み、 こど もに や さし い東 京を 実現 す るた め、 こど もの 目 線に 立
った 施策 を率 先 して 推進 する もの と する 」こ と、 また 、 その ため に第 10 条 で「 こ
ども を権 利の 主 体と して 尊重 し、 こ ども が社 会の 一員 と して 意見 を表 明す る こと が
でき 、か つ、 そ の意 見が 施策 に適 切 に反 映さ れる よう 、 環境 の整 備を 図る 」 こと が
定め られ まし た 。  

〇 国の 方針 で も、 令和 ５年 ４月 に 施行 され たこ ども 基 本法 （令 和４ 年法 律 第 77
号） の第 ３条 で 、全 ての こど も・ 若 者に つい て、 その 年 齢及 び発 達の 程度 に 応じ た
意見 表明 機会 や 社会 的活 動に 参画 す る機 会を 確保 する こ とと され てい ます 。  

〇 第 11 条 で は、 こ ども 施策 を策 定 、実 施、 評価 する と き、 こど も・ 若者 、 子育 て
当事 者等 の意 見 を反 映す るた めに 必 要な 措置 を講 ずる こ とを 国や 地方 公共 団 体（ 以
下、「 地 方自 治体 」と いう。） に義 務付 けて いま す。  

〇 こど も基 本 法に のっ とり 、国 や 地方 自治 体に おい て 、そ れぞ れの 政策 の 目的 等を
踏ま え、 こど も ・若 者の 最善 の利 益 を第 一に 考え なが ら 、こ ども ・若 者の 意 見を 聴
き、 反映 させ る こと が求 めら れて い ます 。  

〇 令和 ５ 年 12 月 に 決定 され た「 こ ども 大綱 」に も、 こ ども ・若 者が 権利 の 主体 で
ある こと を明 示 し、 こど も施 策の 基 本的 な方 針の １つ と して、「こ ども や若 者 、子
育て 当事 者の 視 点を 尊重 し、 その 意 見を 聴き 、対 話し な がら 、と もに 進め て いく 」
こと とさ れて い ます 。  

〇 この よう に 、計 画づ くり にお い ては 、こ れま で以 上 に子 供の 視点 で、 そ の最 善の
利益 を第 一に 考 える こと が重 要で す 。  

 
（意 義）  
〇 子供 に影 響 を与 える 施策 につ い て、 子供 自身 の意 見 を聴 いて 反映 する こ とは 、い

くつ かの 意義 が あり ます 。  
〇 まず 、子 供 の状 況や ニー ズを 的 確に 踏ま えた 施策 を 作る こと がで きる よ うに な

り、 その 結果 施 策が より 効果 の高 い もの にな るこ とで す 。  
〇 さら に、 子 供本 人に とっ ても 、 自ら の意 見が しっ か り聴 かれ 、自 分が 社 会に 影響

を与 え、 変化 を もた らす 経験 によ っ て、 自分 に自 信が つ いた り、 社会 の一 員 とし て
の主 体性 を高 め るこ とに なり ます 。  

〇 この よう な 背景 や意 義を 踏ま え て、 東京 都は 社会 の 主役 であ る子 供か ら も意 見を
聴き 、東 京都 の 政策 に反 映さ せる よ うに 取り 組ん でい き ます 。  
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＜子 供の 実態 、 声や 思い を子 供政 策 に反 映す る取 組＞  
・ 子供 の居 場 所に おけ るヒ アリ ン グ  

    様々 な 環境 下に ある 子供 か ら、 一人 ひと りの 実 情に 寄り 添っ て意 見 を聴 くた
め、 子供 が日 常 を過 ごす 多様 な居 場 所で のヒ アリ ング を 実施  

・ SNS を活 用 した アン ケー ト  
    中高 生 等延 べ 15,000 人に SNS を活 用し てア ン ケー トを 実施  

・ 出前 授業  
    都職 員 が小 ・中 ・高 校等 に 出向 き、 子供 政策 に 関す る出 前授 業を 実 施  

・ こど も都 庁 モニ ター  
    年代 別 に公 募し た 1,200 人 の モ ニタ ーに 、各 局 の施 策に 関す る Web ア ン ケ

ート を実 施  
・ 中高 生 政策 決定 参画 プロ ジェ ク ト  

    中高 生 が対 象と なる 都の 政 策に つい て、 当事 者 であ る中 高生 自ら が 議論 し、
知事 に対 して 提 案を 行い 、そ の提 案 内容 を都 の政 策に 反 映  

・ こど もワ ー クシ ョッ プ  
    都庁 全 体で 子供 の意 見を 聴 き、 政策 に反 映さ せ る取 組を 推進 する た め、 各局

の施 策を テー マ に、 子供 の生 の声 や ニー ズを 把握 する ワ ーク ショ ップ を開 催  
・ 子供 に関 す る定 点調 査「 とう き ょう こど も アン ケー ト」  

    従来 の 行政 分野 の枠 組み に 捉わ れる こと なく 、 子供 に関 する 実態 や 意識 の変
化を 定点 で把 握 する ため 、幅 広い 年 代の 子供 とそ の保 護 者 10,500 世 帯を 対象 に
アン ケー ト調 査 を実 施  

 
（東 京都 子供 ・ 子育 て支 援総 合計 画 （第 ３期 ）の 策定 に 当た って 実施 した 取 組）  
〇 子供 の意 見 を東 京都 第３ 期子 供 ・子 育て 支援 総合 計 画に 反映 させ るこ と を目 的と

して 、子 供た ち が思 って いる こと や 考え てい るこ と、 感 じて いる こと を素 直 に言 葉
にで き、 発信 で きる 環境 であ る子 供 が普 段過 ごし てい る 居場 所等 にお いて ヒ アリ ン
グを 実施 しま し た。  

〇 居場 所で は 、計 画に 反映 する た めの 意見 をも らう こ とを 説明 し、 最近 の 関心 ごと
や、 学校 や家 庭 で生 活し なが ら考 え てい るこ とや 感じ て いる こと 、東 京都 に 対す る
要望 を聴 き取 り まし た。  

〇 また 、様 々 なテ ーマ につ いて 意 見を 募集 して きた こ ども 都庁 モニ ター で も、 計画
の中 で充 実し て ほし いと 思う こと に つい て調 査し まし た 。    
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２ こども都庁モニターアンケート結果 
〇 年代 別に 公 募し た 1,200 人 のこ ど も 都庁 モニ ター の 皆様 に、 令和 ６年 ８ 月に 実施

した アン ケー ト の中 で「 東京 都子 供 ・子 育て 支援 総合 計 画」 に対 して 、様 々 な意 見
を聞 きま した 。  

〇 計画 のう ち、「も っと 充実 して ほ しい と思 う目 標」、「 もっ と充 実し てほ し いと 思
う『 特に 困っ て いる 子供 や家 庭を 助 ける 仕組 み』」に つい て聞 いた 結果 をま と めま
した 。  
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（調 査結 果の 要 約）  
○ 「子 供の 成 長に 合わ せて 、い ろ いろ なこ とを 助け る 仕組 み」（ 52.9%） が最 も 高

く、 以下 、「 子供 の心 と体 が健 康に 育 つ仕 組み」（47.1%）、「 地 域で 、妊 娠・ 出 産・
子育 てま でを 途 切れ ず助 ける 仕組 み」（33.2%） など と続 いて い ます 。  

子供の成長に合わせて、いろいろなことを助け
る仕組み
（例：一人ひとりの状況に合わせ、勉強や体験
ができる機会をつくる、児童館や学童クラブな
ど、子供が安心して行くことができる地域の場所
をつくる　など）

子供の心と体が健康に育つ仕組み
（例：子供を犯罪や交通事故から守る、親が仕
事と子育ての両立をしやすくする、子供と子育て
をする大人を応援する機運の醸成　など）

地域で、妊娠・出産・子育てまでを途切れず助け
る仕組み
（例：妊娠や出産・子育ての悩みを相談できる、
夜間や休日も子供が病院で診てもらえる　など）

特に困っている子供や家庭を助ける仕組み
（例：お金に困っている家庭の子供など、それぞ
れの状況に合わせて手助けする、子供の虐待
を防ぐ、親と暮らすことができない子供を支える
など）

小学校に入る前の子供の教育や保育
（例：夜間や休日、子供が病気の時も預けられ
る保育園がある、小学校に入った後安心して勉
強できるように幼稚園や保育園でも学べるよう
にする　など）

当てはまるものはない

52.9 

47.1 

33.2 

31.7 

23.5 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

2MA(n=1,139）

問１  次の 選択 肢は 、 現在 の「 東京 都子 供 ・子 育て 支援 総合 計 画」 の中 に
ある ５つ の目 標 です 。こ の中 で、 も っと 充実 して ほし い と思 うも の
を２ つま で選 ん でく ださ い。  

も っ と 充 実 し て ほ し い と 思 う 目 標  
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（結 果か らわ か るこ と）  
〇 「小 学校 に 入る 前の 子供 の教 育 や保 育」 は、 0-2 歳 保護 者と 3-5 歳 保護 者に もっ

と充 実し てほ し いと 思う 人が 多く な って いま す。  
〇 「特 に困 っ てい る子 供や 家庭 を 助け る仕 組み 」は 、 小学 生高 学年 と高 校 生の 関心

が高 くな って い ます 。ま た、 小学 生 低学 年や 中学 生の 関 心も 高く 、子 供た ち のも っ
と充 実し てほ し いと 思う 割合 が高 く なっ てい ます 。  

〇 「地 域で 、 妊娠 ・出 産・ 子育 て まで を途 切れ ず助 け る仕 組み 」は 、高 校 生の 関心
が特 に高 くな っ てい ます 。  

  

【 年 代 別 回 答 結 果 】  

子供の成長に合わせて、いろいろなことを助け
る仕組み
（例：一人ひとりの状況に合わせ、勉強や体験
ができる機会をつくる、児童館や学童クラブな
ど、子供が安心して行くことができる地域の場所
をつくる　など）

子供の心と体が健康に育つ仕組み
（例：子供を犯罪や交通事故から守る、親が仕
事と子育ての両立をしやすくする、子供と子育て
をする大人を応援する機運の醸成　など）

地域で、妊娠・出産・子育てまでを途切れず助け
る仕組み
（例：妊娠や出産・子育ての悩みを相談できる、
夜間や休日も子供が病院で診てもらえる　など）

特に困っている子供や家庭を助ける仕組み
（例：お金に困っている家庭の子供など、それぞ
れの状況に合わせて手助けする、子供の虐待
を防ぐ、親と暮らすことができない子供を支える
など）

小学校に入る前の子供の教育や保育
（例：夜間や休日、子供が病気の時も預けられ
る保育園がある、小学校に入った後安心して勉
強できるように幼稚園や保育園でも学べるよう
にする　など）

当てはまるものはない

51.3 
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17.3 

39.6 

0.0 

68.4 

51.0 

27.0 

14.8 

31.6 
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45.5 

31.2 

51.9 

10.1 

2.1 

51.6 

49.5 

30.1 

37.1 

21.0 

2.2 

43.8 

34.3 

46.1 

43.3 

19.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

0-2歳保護者(n=197） 3-5歳保護者(n=196） 小学校低学年(n=193）

小学校高学年(n=189） 中学生(n=186） 高校生(n=178）
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（調 査結 果の 要 約）  
○ 「お 金に 困 って いる 家庭 の子 供 など 、生 まれ 育っ た 環境 に関 わら ず、 全 ての 子供

が健 やか に成 長 でき るこ と」（44.1%） が 最も 高く 、以 下、「児 童虐 待が 起き な いよ
う防 いだ り、 起 きた 場合 に素 早く 子 供を ケア した り保 護 者を 支援 した りす る こと 」
（38.7%）、「 本来 大人 がす るこ とと 想 定さ れる 家事 や、 家 族の 世話 など を、 日 常的
に行 って いる 子 供（ ヤン グケ アラ ー ）を 助け るこ と」（34.8%）な どと 続い て いま
す。  

お金に困っている家庭の子供など、生まれ育っ
た環境に関わらず、全ての子供が健やかに成
長できること

児童虐待が起きないよう防いだり、起きた場合
に素早く子供をケアしたり保護者を支援したりす
ること

本来大人がすることと想定される家事や、家族
の世話などを、日常的に行っている子供（ヤン
グケアラー）を助けること

子供の権利について子供にも大人にも知っても
らい、いじめや虐待のことなど、子供も大人も相
談できる

親の病気や虐待など、いろいろな理由で親と暮
らせない子供たちを、それぞれの状況に応じて
助けること

障害のある子供やその保護者が、地域で安心
して暮らせるよう、子供の成長段階や障害の特
性に応じて助けること

病気のある子供やその保護者が、学校や社会
になじめるよう、自立を助けること

ひとり親の家庭が地域で自立した生活ができる
よう、仕事探しや、子供の勉強などを助けること

外国にルーツがあるなど、外国につながる子供
やその保護者が地域や学校で安心して過ごせ
ること

当てはまるものはない

44.1 

38.7 

34.8 

30.6 
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29.1 

26.6 

19.0 

12.7 

1.3 
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3MA(n=1,139）

問２  次の 選択 肢は 、 【問 １】 の「 特に 困 って いる 子供 や家 庭 を助 ける 仕
組み 」に つい て 、東 京都 で行 って い る取 組で す。 この 中 で、 もっ と

充実 して ほし い と思 うも のを 3 つま で選 んで くだ さい 。  

も っ と 充 実 し て ほ し い と 思 う 「 特 に 困 っ て い る 子 供
や 家 庭 を 助 け る 仕 組 み 」  



31 
 

（結 果か らわ か るこ と）  
〇 「児 童虐 待 が起 きな いよ う防 い だり 、起 きた 場合 に 素早 く子 供を ケア し たり 保護

者を 支援 した り する こと 」は 、0-2 歳保 護者 と 3-5 歳保 護者 の関 心が 高い 項 目で
す。  

〇 「お 金に 困 って いる 家庭 の子 供 など 、生 まれ 育っ た 環境 に関 わら ず、 全 ての 子供
が健 やか に成 長 でき るこ と」 は、 小 学生 から 高校 生ま で 全て の子 供・ 若者 で 最も 関
心が 高い 項目 で す。  

【 年 代 別 回 答 結 果 】  

お金に困っている家庭の子供など、生まれ育っ
た環境に関わらず、全ての子供が健やかに成
長できること

児童虐待が起きないよう防いだり、起きた場合
に素早く子供をケアしたり保護者を支援したりす
ること

本来大人がすることと想定される家事や、家族
の世話などを、日常的に行っている子供（ヤン
グケアラー）を助けること

子供の権利について子供にも大人にも知っても
らい、いじめや虐待のことなど、子供も大人も相
談できる

親の病気や虐待など、いろいろな理由で親と暮
らせない子供たちを、それぞれの状況に応じて
助けること

障害のある子供やその保護者が、地域で安心
して暮らせるよう、子供の成長段階や障害の特
性に応じて助けること

病気のある子供やその保護者が、学校や社会
になじめるよう、自立を助けること

ひとり親の家庭が地域で自立した生活ができる
よう、仕事探しや、子供の勉強などを助けること

外国にルーツがあるなど、外国につながる子供
やその保護者が地域や学校で安心して過ごせ
ること

当てはまるものはない
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0-2歳保護者(n=197） 3-5歳保護者(n=196） 小学校低学年(n=193）

小学校高学年(n=189） 中学生(n=186） 高校生(n=178）
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〇 「親 の病 気 や虐 待な ど、 いろ い ろな 理由 で親 と暮 ら せな い子 供た ちを 、 それ ぞれ
の状 況に 応じ て 助け るこ と」 は、 小 学校 高学 年と 中学 生 の関 心が 高い 項目 で す。  

〇 「本 来大 人 がす るこ とと 想定 さ れる 家事 や、 家族 の 世話 など を、 日常 的 に行 って
いる 子供 （ヤ ン グケ アラ ー） を助 け るこ と」 は、 特に 中 学生 と高 校生 の関 心 が高 い
項目 です 。ま た、「ひ とり 親の 家庭 が 地域 で自 立し た生 活 がで きる よう 、仕 事 探し
や、 子供 の勉 強 など を助 ける こと 」 も中 学生 と高 校生 の 関心 が高 いこ とが わ かり ま
す。  
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３ 子供の居場所におけるヒアリングの実施結果 

（１）ヒアリングの実施概要 

〇 東京 都内 に 住む 子供（小 学生 、中 学生 及び 高校 生に 相 当す る年 齢の 子供 ）173 名 に
ヒア リン グ調 査 、52 名に アン ケー ト 調査 を実 施し まし た 。  

 
＜ ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 施 設 等 と 意 見 を 聴 取 し た 人 数 ＞  

施設 形態 等  実施 個所 数  対象 者  実施 人数  

児童 館  ４か 所  小学 生〜 中学 生  59 名  

放課 後児 童ク ラ ブ  ２か 所  小学 生〜 中学 生   28 名  

ユー スセ ンタ ー ・中 高生 向け 放課 後 施設  ３か 所  中学 生・ 高校 生  30 名  

フリ ース クー ル   ３− ４か 所  小学 生〜 高校 生  24 名  

子供 食堂  ２− ３か 所  小学 生〜 高校 生  8 名  

児童 養護 施設  ２か 所  小学 生〜 高校 生  15 名  

自立 援助 ホー ム  １か 所  高校 生以 上  5 名  

里子  １か 所  高校 生  ４名  

 
 
＜ヒ アリ ング テ ーマ ＞  
〇 子供 たち に は、 答え ても らい や すい よう に２ つの 質 問で 意見 をも らい ま した 。  
 

Q1: いま 、あ なた の 身の 回り で、 も っと こう なっ たら い いの にと 思っ てい る こと
はあ りま すか ？  家 庭や 学校 、放 課 後等 、な んで もか ま いま せん 。  

Q2：東 京が どん な 街 であ れば 、自 分 が幸 せで いら れる と 思い ます か？  
（も しく は、 お 友達 で困 って る人 が いた りし たら 、ど ん なふ うに した ら、 そ の子
は幸 せに なる と 思い ます か？ 具体 的 なお 友達 のお 名前 な どは ふせ て教 えて く ださ
い。）  
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（２）いただいた意見のとりまとめ方法  

〇 ヒア リン グ でい ただ いた 意見 は 、似 て いる 意見 をま と めて 分類 しま した 。第３ 期 東
京都 子供・子 育 て支 援 総合 計画 の６ つ の目 標の うち 、そ れ ぞれ の 目標 の取 組み 方 針や
事業 との 紐づ け を行 いま した 。  

 
＜と りま とめ の 流れ ＞  
 
 
 
 
  

 

みなさ んから もら った 意見  

似てい る意見 をま とめ る 

意見を 分類  

計画に 書いて ある こと への
意見  

計画に 書いて いな いが 、 
計画と 関連す る意 見  

取組 み方 針や
事業 との  
紐づ け  

その他 の意見  
その 他の 意見
とし て紹 介  
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（３）いただいた意見と東京都の取組  

資料 の見 方  

み な さ ん か ら も ら っ た 生 の 声 の う ち 代 表 的 な も の を 、 実 際 の 発 言 等 に 基 づ い て 記 載
し、 その 下に そ れぞ れの 目標 の取 組 み方 針や 事業 内容 と 紐づ けて 記載 して い ます 。  

また 、こ ども 都庁 モ ニタ ーで いた だ いた 意見 には 、（年 代/都 庁モ ニタ ー）の表 記 を意
見の 後ろ に記 載 して いま す。  

目標 ごと に、 皆 さん の意 見に つい て 、東 京都 とし てコ メ ント を記 載し まし た 。  
 

 
（記 載例 ）  
  みな さんからの 意 見  ～ お およその 分 類 ～  

 
• ・・・  

• ・・・（小学生/都庁モニター） 

 
 
 
 
 

 東京 都の 取組  
○ ・・ ・・ ・ ・  
○ ・・ ・・ ・ ・  
〇 ・・ ・・ ・ ・  

 
 
 
  

みなさんの意見に対する東京都のコメント 
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妊娠・出産から、小学校に入る前までに関すること 
（目標１・目標２関連） 
 

みなさ んからの 意 見  ～ 妊 娠 ・ 出 産 に関 すること～  

 
•  体 調 不 良 の 人 や妊 婦 は荷 物 を運 ぶのが 大 変 。妊 婦 が 安 全 に生 活 する 

移 動 の サポート をしてほしい 。デリバリーが 増 えたら いい 。 

•  出 産 時 、産 まれそう になったら すぐに病 院 につれてい ってくれるなど、 

支 援 を手 厚 くしてほしい 。 

 

 東京 都の 取組  
◯ 安心 して 子育 て がで きる よう 、妊 娠 期の 健康 や子 育て 、 事故 防止 等に 関す る 情報

発信 を行 うと と もに 、子 供の 健康 や 小児 救急 の相 談に 対 応し ます 。  
◯ 多胎 児を 育て る 家庭 は、 同時 に複 数 の子 供の 育児 をす る こと によ って 、身 体 的・

精神 的負 担が よ り大 きく なる ため 、 母子 保健 事業 利用 時 の移 動や 家事 ・育 児 をサ
ポー トす る区 市 町村 を支 援し ます 。  

◯ 妊娠 期か ら就 学 前に かけ て、 子供 と 家庭 に寄 り添 い、 あ らゆ る支 援を コー デ ィネ
ート する 人材 を 育成 し、 安心 して 子 育て がで きる 環境 を 整備 する 区市 町村 を 支援
しま す。  

 
みなさ んからの 意 見  ～ 子 育 て支 援 に関 すること～  

 

•  子 育 て支 援 を拡 充 してほしい 。 

•  地 域 のコ ミニ ュニテ ィの 強 化 。子 供 をい つでも預 けられる場 所 、相 談  

の 窓 口 を沢 山 作 る。（ 小 学 生 /都 庁 モニ ター）  

• 場 所 作 り 、人 をつなぐコ ーディネータ ーを配 置 する。 

（保護者/都庁モニター） 

•  東 京 に住 む家 族 は実 家 が 近 くにないこ とも多 い。 そ のため、就 学 前  

の 子 どもを預 かれるよう な ベビーシ ッタ ーへの 補 助 金 制 度 を全 自 治  

体 でおこなってほしい。 （ 保 護 者 /都 庁 モニタ ー）   

•  両 親 が 共 働 きで日 中 は子 供 のお世 話 ができない 家 庭 が 増 えていま  

す。保 育 園 、学 童 保 育 以 外 にも、子 供 の 居 場 所 ・ 子 供 を見 守 ってく 

れる方 をどんどん 増 やしていただきたい です。（ 保 護 者 /都 庁 モニタ ー）  

 
 東京 都の 取組  

◯ 家事 援助 等の 訪 問支 援や ショ ート ス テイ 事業 など の様 々 な子 育て 支援 策に つ い
て、 子育 て家 庭 のニ ーズ を踏 まえ て 適切 にサ ービ ス提 供 でき るよ う、 区市 町 村の
体制 整備 を促 進 しま す。  

◯ 地域 住民 の複 雑 化・ 複合 化し た支 援 ニー ズに 対応 する 包 括的 な支 援体 制を 整 備す
るた め、 対象 者 の属 性を 問わ ない 相 談支 援、 多様 な参 加 支援 、地 域づ くり に 向け
た支 援を 一体 的 に取 り組 む区 市町 村 を支 援す るほ か、 子 育て 家庭 が地 域社 会 とつ
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なが る多 様な 居 場所 を創 出す る取 組 を促 進し ます 。  
◯ 日常 的な 不安 や 悩み をチ ャッ トで 気 軽に 相談 でき る「 子 供・ 子育 てメ ンタ ー“ギュ

ッと チャ ット”」 を推 進す るこ とで 、 子供 や子 育て 家庭 の 孤独 ・孤 立に よる 不 安や
悩み の深 刻化 を 予防 しま す。  

◯ 待機 児童 の保 護 者や 、一 時的 に保 育 を必 要と する 保護 者 がベ ビー シッ ター を 利用
する 場合 の利 用 料の 一部 を支 援し ま す。  
 

 
みなさんからの意見 ～保育サービスの質や子供の育ちに関する支援に関すること～ 

 

•  保 育 園 の 質 の 向 上 （ 選 ばなければ保 育 園 に入 れるよう になっ てきま し 

たが 、まだ 環 境 や運 営 事 業 者 により 保 育 の 質 にばら つきが あり 、その  

底 上 げをしてほしい ） （ 保 護 者 /都 庁 モニ ター）  

•  幼 児 期 から 自 己 肯 定 感 など非 認 知 能 力 が 育 つ教 育 ・ 環 境 が 必 要 。 

挑 戦 を恐 れず、社 会 から 子 どもたちの 自 由 な発 想 の 挑 戦 を応 援 して 

もらえ る環 境 が 醸 成 されてほしい。（ 保 護 者 /都 庁 モニ タ ー）  

•  保 育 園 の 先 生 たちの 職 場 の 質 や給 与 の 改 善 をしてほしい 。 

（ 高 校 生 /都 庁 モニ ター）  

 
 東京 都の 取組   

◯ 全て の乳 幼児 の 「伸 びる ・育 つ（ す くす く）」 と 「好 奇心 ・探 究心 （わ くわ く）」
を応 援す る幼 保 共通 のプ ログ ラム 「 とう きょ う すく わく プロ グラ ム」 に基 づ き、
各園 の環 境や 強 みを 活か しな がら 、 各園 が設 定す るテ ー マに 沿っ て、 乳幼 児 の興
味・ 関心 に応 じ た探 究活 動を 実践 す る幼 稚園 ・保 育所 等 を支 援し ます 。  

◯ 他者 との 関わ り の中 で、 非認 知能 力 の向 上な ど、 子供 の 健や かな 成長 が図 ら れる
よう 、保 護者 の 就労 等の 有無 にか か わら ず、 保育 所等 で 児童 を定 期的 に預 か る取
組を 推進 しま す 。併 せて 、支 援が 必 要な 家庭 を新 たな サ ービ スに つな ぎ、 継 続的
に支 援し ます 。  

◯ 資格 取得 や就 職 ・定 着を 支援 する た め、 保育 士資 格取 得 に要 する 費用 を補 助 する
とと もに 、就 職 支援 と就 職後 のフ ォ ロー や就 職相 談会 、 宿舎 借り 上げ 支援 な どを
実施 しま す。  

◯ 職責 等に 応じ た 処遇 を実 現す るキ ャ リア パス 導入 に取 り 組む 事業 者を 支援 す ると
とも に、 保育 士 等キ ャリ アア ップ 研 修の 実施 を支 援し ま す。  

 

 
  未就学の子供を育てている子育て当事者（大人）にとって関心が高い、妊娠・出産・ 

乳幼児期の支援や育ちについて、子供たちからもさまざまな意見が寄せられました。 
  母子保健や保育サービスなどの取組や支援の充実について、これからも区市町村と協力 

して進めていきます。 
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 居場所や勉強・遊びに関すること（目標３関連）
 
  みな さんからの 意 見  ～ いじ めの 防 止 ・ 相 談 に関 するこ と～  

 

•  いじめや喧 嘩 が あっ たときに先 生 などに相 談 しやすい 環 境 が あると  

いい 。  

•  学 校 にいじめ防 止 の ポスタ ーや、いじ めア ンケート があるが 役 に立 た 

ない 。ポス ト に投 函 しても返 事 がこ なかっ た。 

•  もめごと が 起 きたら どんなふう に解 決 したらい いの かわから ない 。 

•  いじめやケンカ を減 らし幸 せな町 になるといい 。 

 
 

 東京 都の 取組  
◯ いじ め問 題の 解 決に 向け て、 学校 全 体で 組織 的に 対応 す ると とも に、 家庭 、 地域

住民 、関 係者 等 と連 携し 、取 組を 確 実に 実施 しま す。  
◯ いじ め、 不登 校 、暴 力行 為、 児童 虐 待な ど生 活指 導上 の 課題 に対 応す るた め 、問

題を 抱え る児 童 ・生 徒に 直接 関わ る とと もに 、保 護者 か らの 相談 に応 じる 「 家庭
と子 供の 支援 員 」を 学校 に配 置し ま す。  

◯ いじ め、 不登 校 、暴 力行 為、 児童 虐 待な ど、 学校 だけ で は解 決で きな い児 童 ・生
徒の 問題 行動 等 へ対 応す るた め、 教 育分 野に 関す る知 識 に加 えて 、社 会福 祉 等の
専門 的な 知識 ・ 技術 を用 いて 、児 童 ・生 徒が 置か れた 環 境へ 働き 掛け たり 、 関係
機関 等と のネ ッ トワ ーク を活 用し た りし て支 援を 行う ス クー ルソ ーシ ャル ワ ーカ
ーを 区市 町村 及 び都 立学 校に 配置 し ます 。  

◯ 令和 ３年 ２月 に 策定 した 「い じめ 総 合対 策【 第２ 次・ 一 部改 定】」 で は、「 未 然防
止」、「早 期発 見」、「 早期 対応 」、「 重 大事 態へ の対 処」 の 各段 階に 応じ た具 体 的な
取組 を定 めて い ます 。  

◯ いじ めや 不登 校 等の 未然 防止 、改 善 及び 解決 並び に学 校 内の 教育 相談 体制 等 の充
実を 図る ため 、 児童 ・生 徒の 心理 に 関し て専 門的 な経 験 を有 する 者を スク ー ルカ
ウン セラ ーと し て、 都内 公立 小学 校 、中 学校 、高 等学 校 全校 に配 置し てい ま す。  

◯ いじ め問 題に 悩 む児 童・ 生徒 やそ の 保護 者等 から の相 談 につ いて 、年 間を 通 じて
24 時間 体制 で受 け 付 け、 相談 者の 心 のケ アや 解決 に向 け た助 言を 行い ます 。  
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みなさ んからの 意 見  ～ 学 童 ク ラブに関 すること～  

 

•  学 童 に入 れない 人 が いないようにしてあげてほしい 。 

•  学 童 の 施 設 が もっと 大 きい 方 が よい 。人 が 多 くて大 変 。 

•  （ 小 学 生 /都 庁 モニ ター）  

•  学 童 クラ ブを 6 年 生 ま で利 用 できるようにしてほしい 。 

•  （ 小 学 生 /都 庁 モニ ター）  

•  お姉 ちゃんだ け学 童 に入 れません でした。 3 年 生 です。 夏 休 みも 

行 事 もバラ バラでマ マが 大 変 っ て言 ってました。 

（ 小 学 生 /都 庁 モニ ター）  

•  僕 は今 がと ても幸 せですが 、学 校 や学 童 で勉 強 以 外 の 色 々 な体 験  

が 出 来 ると もっと 良 いと 思 いま す。（ 小 学 生 /都 庁 モニタ ー）  

•  学 童 が 面 白 くない 。全 然 外 遊 び や体 育 館 で遊 ばせてくれず、1 日 中  

狭 い 部 屋 で沢 山 の 子 供 達 が いて面 白 いおもちゃ もなく、い るの が 嫌 だ 。 

                                 （ 小 学 生 /都 庁 モニ ター）  

 
 

 東京 都の 取組  
◯ 「学 童ク ラブ 待 機児 童解 消区 市町 村 支援 事業 」に より 、学 童 ク ラブ の整 備促 進、多

様な 居場 所づ く り、利用 実態 の適 正 化を 支援 し、令和 ９年 度 末ま での 待機 児 童の 解
消を 目指 しま す 。  

◯  あ わせ て、子供 と 保護 者の ニー ズ に応 える 、多 様な サー ビ スを 提供 する 認 証学 童
クラ ブ制 度を 都 独自 に創 設し ます 。  

◯  認 証学 童ク ラ ブ制 度で は、国基 準を 上 回る 放課 後児 童 支援 員の 配置 や、保護 者 の
多様 な働 き方 に 合わ せた 開所 時間 の 設定 など の基 準を 定 め、学 童ク ラブ の質 の 向上
を支 援し 、区 市 町村 と連 携し て早 期 の認 証化 を目 指し ま す。  

 
  みな さんからの 意 見  ～学校に限らない多様な学びの場の整備に関すること～ 

 

• 学校以外にも選択肢がある事を、先生達から伝えてほしい。 

• 学校を休んでも責められないと良い。 

• 学校でみんなにあわせないといけないのが嫌だ。 

• 不登校になってしまった人への学習支援、子どもが 1 人でいれる居場所等が 

あれば幸せに暮らせると思います。（高校生/都庁モニター） 

 
 東京 都の 取組  

◯ 不登 校児 童・ 生 徒の 状況 に応 じた 支 援を 推進 する ため 、 校内 別室 指導 支援 員 配置
事業 や不 登校 対 応事 例デ ータ ベー ス 等を 展開 して いき ま す。  

◯ ひき こも りの 状 態に ある 本人 や家 族 が、 安心 して 一人 ひ とり の状 況に 応じ た きめ
細か な支 援を 受 けら れる よう 、相 談 支援 や都 民へ の普 及 啓発 等を 行う とと も に、
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身近 な地 域に お いて 切れ 目の ない 支 援体 制を 整備 する 区 市町 村を 支援 しま す 。  
◯ 学校 生活 にな じ めず 生き づら さを 抱 える 子供 が、 自分 ら しく あり のま まで 成 長で

きる よう 、フ リ ース クー ル等 の利 用 者等 への 支援 や都 内 フリ ース クー ル等 へ の支
援事 業、 学校 外 の多 様な 学び の調 査 研究 を実 施す るほ か 、保 護者 支援 の充 実 な
ど、 不登 校対 策 を重 層的 に展 開し ま す。  

◯ 社会 的自 立に 困 難を 有す る若 者の た めの 相談 窓口 及び 居 場所 の設 置や 支援 事 業の
新設 ・拡 充な ど 、地 域の ニー ズに 応 じて 若者 の支 援施 策 を実 施す る区 市町 村 を対
象に 、費 用の 一 部を 補助 する とと も に、 区市 町村 職員 向 けに 情報 交換 会等 を 開催
し、 地域 にお け る若 者の 自立 支援 体 制の 整備 を促 進し ま す。 また 、社 会的 自 立に
困難 を抱 える 若 者や その 家族 を支 援 につ なげ るた め、 民 生・ 児童 委員 等の 地 域支
援者 向け に講 習 会を 開催 しま す。  
 
みなさ んからの 意 見  ～ 子 供 の 意 見 表 明 に関 すること～  

 

•  カフェ等 で定 期 的 に意 見 を聞 くイ ベン ト があると 良 い。常 設 されると  

さらに良 い 。 

•  インタ ーネット で意 見 を言 え る機 会 を増 やして欲 しい 。 

•  子 供 が 意 見 を表 明 し尊 重 されるよう に、もっと 子 どもの ための 政 策 を 

増 やし、意 見 交 流 会 を実 施 してほしい 。（ 高 校 生 /都 庁 モニタ ー）  

 

 
 東京 都の 取組   

◯ 子供 をは じめ 、 全て の都 民に 「東 京 都こ ども 基本 条例 」 をわ かり やす く伝 え るハ
ンド ブッ クや 動 画を 作成 し、 理解 促 進に 向け た普 及啓 発 を実 施し ます 。  

◯ また 、身 近な 区 市町 村に おい て、 子 供の 権利 を尊 重し 、 擁護 する ため の取 組 が進
むよ う、 子供 の 意見 表明 や参 加を 促 進す る取 組、 子供 の 権利 擁護 に関 する 取 組を
行う 区市 町村 を 支援 しま す。  

 
みなさ んからの 意 見  ～ 遊 びに関 するこ と～  

 

•  外 で遊 ぶイ ベント を増 やして欲 しい 。  

•  学 校 の 休 み時 間 、室 内 で遊 ぶもの （ コマ 、ケン玉 など） がほしい 。 

•  児 童 館 の ホールでボール遊 び をしたいけれど、予 約 枠 が いつもい っぱい  

でなかなか遊 べない 。遊 び たいときに遊 べるよう になると い い。 

•  放 課 後 、学 童 以 外 に も室 内 で自 由 に遊 べ る所 が ほしい 。 

 

 東京 都の 取組   
◯ 児童 館に つい て 、乳 幼児 から 中高 校 生世 代ま での 多様 な 年齢 層の 子供 の居 場 所と

して の機 能・ 役 割の 強化 を図 るた め 、好 事例 を収 集し 、 区市 町村 への 情報 提 供な
どを 通し て、 遊 びを 通し た児 童の 健 全育 成を 推進 しま す 。  

◯ 学童 クラ ブに つ いて 、区 市町 村が 利 用者 のニ ーズ を的 確 に把 握し 、放 課後 児 童健
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全育 成事 業の 設 備及 び運 営に 関す る 基準 や放 課後 児童 ク ラブ 運営 指針 を踏 ま えつ
つ、 子供 たち の 放課 後の 居場 所を 確 保で きる よう 支援 し ます 。  

◯ 子供 の意 見を 踏 まえ なが ら、 プレ ー パー クや ボー ル遊 び 場な ど、 地域 資源 を 活用
した 遊び 場等 の 創出 に取 り組 む区 市 町村 を支 援し ます 。  

◯ 子供 の「 遊び 」 を地 域へ 拡大 ・浸 透 させ るた め、 遊び 体 験の 創出 やプ レー リ ーダ
ー等 の人 材育 成 、安 全対 策な どに 取 り組 む区 市町 村を 支 援し ます 。  

◯ 全て の子 供を 対 象と して 、放 課後 や 週末 等に 小学 校等 を 活用 して 、安 全・ 安 心な
子供 の活 動拠 点 （居 場所 ）を 設け 、 地域 の人 々の 参画 を 得て 、子 供た ちに 学 習、
文化 ・ス ポー ツ 活動 、地 域住 民と の 交流 の機 会を 提供 す るこ とに より 、子 供 たち
が地 域社 会の 中 で、 心豊 かに 健や か に育 まれ る環 境づ く りを 推進 しま す。  

◯ 児童 館等 につ い て、 区市 町村 への 情 報提 供や 職員 の資 質 の向 上を 図る ため の 研修
を実 施す るこ と によ り、 遊び を通 し た児 童の 健全 育成 を 図り ます 。  

◯ 子供 が気 軽に 立 ち寄 るこ とが でき 、 学習 支援 や食 事の 提 供を 行う 「居 場所 」（ 拠
点） を設 置し 、 地域 全体 で気 にな る 家庭 等へ の見 守り を 行う 体制 を整 備す る 区市
町村 を支 援し ま す。  
 

みなさ んからの 意 見  ～ 相 談 で きる場 所 に関 するこ と～  

 

•  学 校 で自 分 に他 人 の 悪 口 を言 っ てくる人 がい るけれど、そう いうの が  

よくないとどう やっ て伝 え たら よい か、方 法 がわから ない 。 

•  相 談 しやすい 仕 組 みにしてほしい 。親 に勝 手 に連 絡 が 行 くの が 嫌 。 

学 校 外 、家 から も遠 い、居 場 所 みたいな所 があればよい 。年 齢 の 近 い  

同 性 の 人 に、匿 名 、一 対 一 で相 談 できるとよい 。スマ ホで相 談 できる 

とよい 。バーチ ャルな方 法 も話 しやすい 。 

 
 東京 都の 取組   

◯ 区市 町村 や関 係 機関 等と 連携 し、 児 童・ 生徒 を取 り巻 く 様々 な問 題に つい て 、ス
クー ルソ ーシ ャ ルワ ーカ ーの 活用 な どに よる 対策 を推 進 しま す。  

◯ 社会 的自 立に 困 難を 有す る若 者の た めの 相談 窓口 及び 居 場所 の設 置や 支援 事 業の
新設 ・拡 充な ど 、地 域の ニー ズに 応 じて 若者 の支 援施 策 を実 施す る区 市町 村 を対
象に 、費 用の 一 部を 補助 する とと も に、 区市 町村 職員 向 けに 情報 交換 会等 を 開催
し、 地域 にお け る若 者の 自立 支援 体 制の 整備 を促 進し ま す。 また 、社 会的 自 立に
困難 を抱 える 若 者や その 家族 を支 援 につ なげ るた め、 民 生・ 児童 委員 等の 地 域支
援者 向け に講 習 会を 開催 しま す。  

◯ 東京 都若 者総 合 相談 セン ター 「若 ナ ビα 」に おい て、 悩 みを 抱え る若 者や 、 社会
的自 立に 困難 を 抱え る若 者か らの 相 談を 受け 、就 労・ 就 学等 の適 切な 支援 に つな
ぎ、 若者 の社 会 的自 立を 後押 しし ま す。  

◯ 日常 的な 不安 や 悩み をチ ャッ トで 気 軽に 相談 でき る「 子 供・ 子育 てメ ンタ ー“ギュ
ッと チャ ット”」 を推 進す るこ とで 、 子供 や子 育て 家庭 の 孤独 ・孤 立に よる 不 安や
悩み の深 刻化 を 予防 しま す。   
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みなさ んからの 意 見  ～ 子 供 の 居 場 所 に関 するこ と～  

 

•  図 書 館 は私 語 禁 止 だけど、友 達 と 話 しながら 自 習 したい 。自 習 スペー  

スでカフ ェが 併 設 されてい るような場 所 で過 ごしたい 。  

•  自 転 車 で 5 分 くら いのとこ ろに独 りになれる場 所 、誰 か（ 友 達 や知 り  

合 いなど） と 話 せる場 所 がほしい。 

•  塾 帰 り に寄 れる学 生 向 けの 安 い 食 堂 （ ふ だんは家 に帰 っ てから買 い  

食 いなので） が 欲 しい。 

•  寝 たり 、飲 食 できたりするフラ ッと いける場 所 がほしい。 

•  同 じ趣 味 などで交 流 するときに、新 しい友 達 になれるような仕 掛 けが 

ほしい。 

 
 

 東京 都の 取組  
◯ 子供 が気 軽に 立 ち寄 るこ とが でき 、 食事 の提 供や 学習 支 援等 を行 う居 場所 （ 拠

点） を設 置し 、 地域 全体 で気 にな る 家庭 等へ の見 守り を 行う 体制 を整 備す る 区市
町村 を支 援し ま す。  

◯ 地域 の子 供へ の 食事 や交 流の 場を 提 供す る子 供食 堂に つ いて 、安 定的 な実 施 環境
を整 備し 、地 域 に根 差し た活 動を 支 援し ます 。  

 
  子供たちにとって身近な居場所・勉強・遊びに関することは、とても多くの意見をいただき 

ました。それぞれの希望に合った、様々な選択肢や自由な環境を望む声がある一方、困っ 
ていることに対しては、相談場所やルールが必要といった意見もありました。 

  みなさんからの意見を踏まえ、東京都としていろいろな「子供の居場所」を支援し、みなさん 
が使いやすい、行きたくなるような場所を増やしていきます。 
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学校外での体験や、貧困の状況にある子供の支援に関すること 
（目標４関連）  

 
  みなさ んからの 意 見  ～ 体験活動の機会提供に関すること～  

 

•  学 校 では教 え てくれない 大 切 なことを増 やす。 

•  中 高 生 向 けの 職 業 体 験 、大 学 の 模 擬 授 業 経 験 などの 多 様 な体 験 活  

動 の 機 会 が 欲 しい 。 

• お金 を気 にせずスポーツが 出 来 る環 境 が あると よい。 

（ 高 校 生 /都 庁 モニ ター）  

•  学 校 に居 場 所 が ない、両 親 が 仕 事 で家 にい ない ことが 多 い など悲 し 

い 思 い をしている子 供 がためら わずに行 くこと ができる場 所 があると  

よい 。  

 
 

 東京 都の 取組  
◯ 家庭 の経 済的 事 情や 家族 構成 にか か わら ず、 全て の家 庭 の子 供や 、親 子が 一 緒に

楽し める よう な 事業 を企 画・ 実施 す る区 市町 村を 支援 し ます 。  
◯ 子供 が気 軽に 立 ち寄 るこ とが でき 、 学習 支援 や食 事の 提 供を 行う 「居 場所 」（ 拠

点） を設 置し 、 要支 援家 庭等 に対 す る見 守り を地 域全 体 で行 う体 制を 整備 す る区
市町 村を 支援 し ます 。  

 
  みなさ んからの 意 見  ～困難な状況にある子供への学習・進学支援に関すること～ 

 

•  芸 術 活 動 やスポーツ の 強 い 学 校 など、偏 差 値 が 高 かっ たり 学 費 や 

交 通 費 が 高 かっ たり する。生 活 費 には困 ってい ないけど、お金 がか 

かることで純 粋 に夢 を追 え ないの で、お金 の 心 配 をせずに進 学 先 を選 びた

い。 

•  お金 が なく、塾 などに通 う のが 難 しい 子 供 の 教 育 支 援 を充 実 させることな

ど、学 校 外 の 教 育 に かかる費 用 の 補 助 をして教 育 格 差 をすく なくしてほし

い。 

•  塾 に行 きたくてもい けない 。 

•  資 格 の 予 備 校 に行 きたい。貸 与 でも給 付 でも奨 学 金 が あっ たら よい 。 

•  金 持 ちと 貧 乏 の 差 をなくしてほしい。生 ま れてきた環 境 に左 右 される。 

塾 に行 けなくても、図 書 館 などで勉 強 を教 え て欲 しい 。 

•  放 課 後 に質 問 しやすい 先 生 が い て、自 習 できる部 屋 が ほしい 。 

 
 

 東 京 都の 取組  
◯ 外部 人材 を活 用 し、 放課 後や 長期 休 業期 間中 など 、年 間 200 時間 程度 の学 習 指導

や自 習室 の監 督 など の学 習支 援を 実 施し ます 。  
◯ 経済 的な 理由 や 家庭 の事 情に より 、 家庭 での 学習 が困 難 であ った り、 学習 習 慣が
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十分 に身 に付 い てい ない 中学 生等 に 対し て、 地域 と学 校 の連 携・ 協働 によ る 学習
支援 を実 施し ま す。 また 、中 学 3 年 生を 対象 とし た進 学 支援 を実 施し ます 。  

◯ 都と して 国に 先 行し て、 子育 て世 帯 の実 態に 応じ た教 育 費の 負担 軽減 を実 施 しま
す。  

◯ 低所 得世 帯の 中 学３ 年生 ・高 校３ 年 生に 係る 学習 塾等 の 受講 費用 及び 受験 料 の貸
付を 実施 しま す 。  

◯ 都立 高校 生等 の 一人 １台 端末 の購 入 支援 や給 付型 奨学 金 支援 を実 施し ます 。  
 
 
  お金の心配なく、スポーツや勉強、そのほかさまざまな体験ができるようにしてほしいという声 

を多くいただきました。 
  区市町村とも協力しながら、いろいろな体験の機会を提供するほか、学びに関する経済的  

な負担の軽減や学習支援など、子供へのサポートを進めていきます。 
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特に困っている子供への支援に関すること（目標５関連） 
 

  みなさ んからの 意 見  ～ 外国人児童等に関すること～  

 

•  小 学 生 用 の お便 りが 日 本 語 の み。ほかの 言 語 、通 訳 が あると いい 。 

•  外 国 に縁 の ある子 もいて、言 語 の 壁 がある。 

 

 東京 都の 取組   
◯ 海外 から 帰国 し た子 供、 外国 人の 子 供、 両親 が国 際結 婚 の子 供等 の外 国に つ なが

る子 供が 増え て いる こと を踏 まえ 、 一人 ひと りの 実情 に 寄り 添っ た多 面的 な 支援
を実 施す ると と もに 、保 護者 等が 教 育・ 保育 施設 等を 円 滑に 利用 でき るよ う 支援
しま す。  

◯ 学習 の基 礎と な る初 期日 本語 の早 期 習得 に向 けた 取組 を 実施 する 区市 町村 を 支援
しま す。  

◯ 仮想 空間 上の 学 びの 場を 開発 など 、 多様 な学 習機 会を 創 出し 、日 本語 学習 を 支援
しま す。  

◯ 児童 ・生 徒用 教 材や 教職 員向 けガ イ ドラ イン の作 成、 教 員向 けハ ンド ブッ ク の改
定、 教員 向け 研 修の 実施 等に より 、 日本 語指 導の 質の 向 上を 図り ます 。  

◯ 都立 高校 にお け る外 部人 材の 活用 に よる 日本 語指 導や 相 談対 応の 充実 を図 り ま
す。  

◯ 母語 が日 本語 で はな い保 護者 が、 子 育て や教 育に 関す る 情報 を取 得し 、教 育 ・保
育施 設等 を円 滑 に利 用で きる よう 、 多言 語に 対応 する 相 談窓 口を 設置 する 区 市町
村を 支援 しま す 。  

◯ 困り 事を 抱え る 子供 や家 族を 適切 な 窓口 につ なげ るよ う 、や さし い日 本語 を 含む
15 言語 で対 応す る 「 東京 都多 言語 相 談ナ ビ」 を運 営し ま す。  

◯ 日本 語を 母語 と しな い子 供等 や保 護 者の 困り ごと や悩 み に寄 り添 い、 適切 な 情報
や支 援に つな ぐ 「多 文化 キッ ズコ ー ディ ネー ター 」を 配 置す る区 市町 村を 支 援し
ます 。  

◯ 日本 語を 母語 と しな い子 供の 地域 の 居場 所と して 、「 学 習」 「相 談」 「交 流 」等
の機 能を 一体 的 に備 えた 「多 文化 キ ッズ サロ ン」 を設 置 する 区市 町村 を支 援 しま
す。  

◯ 区市 町村 等の 地 域に おけ る日 本語 教 育の 取組 を支 援す る とと もに 、都 内公 立 学校
にお ける アセ ス メン トの 導入 や日 本 語指 導を 充実 して い きま す。  
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みなさ んからの 意 見  ～ ヤン グケア ラーに関 するこ と～  

 

•  幼 稚 園 の 年 長 や小 学 校 1 年 生 くらい に虐 待 と かヤン グケア ラーに 

つい て教 え てくれる時 間 が あったら、理 解 促 進 につなが ると 思 う 。 

（小学生/都庁モニター） 

 

 東京 都の 取組   
◯ ヤン グケ アラ ー につ いて 認知 し理 解 を深 めて もら うた め 、制 作し た専 用ホ ー ムペ

ージ 「ヤ ング ケ アラ ーの ひろ ば」 を 戦略 的に 広報 する 等 普及 啓発 を実 施し ま す。  
◯ ヤン グケ アラ ー の児 童・ 生徒 に気 付 いた ら支 援に つな げ るた めに 、学 校の 役 割や

具体 的な 取組 を 分か りや すく 記載 し たリ ーフ レッ トや 教 職員 に助 言を 行う 相 談窓
口の 活用 を促 進 しま す。  
みなさ んからの 意 見  ～ 障 害 の ある子 供 への 支 援 に関 するこ と～  

 

•  発 達 障 害 の ある子 供 への 支 援 をもっと 増 やして欲 しい 。 

•  障 がい のある児 童 が 排 除 されない よう にしてほしい 。 

 

 東京 都の 取組  
◯ 障害 児及 びそ の 保護 者が 身近 な地 域 で安 心し て生 活で き るよ うに する ため 、 一般

的な 子育 て支 援 施策 にお いて 障害 児 の受 入れ を進 める と とも に、 子供 の成 長 段階
や、 障害 特性 等 に応 じた 支援 をし て いき ます 。ま た、 社 会的 自立 を図 るこ と ので
きる 力や 、地 域 の一 員と して 生き て いく 力を 培え るよ う 、一 人ひ とり のニ ー ズに
応じ た特 別支 援 教育 を推 進し ます 。  

◯ 障害 の有 無に か かわ らず 、地 域で 共 に生 活す る「 共生 社 会」 を進 める 観点 か ら、
保育 ・教 育等 と 連携 を図 り、 乳幼 児 期か ら学 校卒 業ま で 一貫 した 支援 が提 供 され
る体 制整 備に 取 り組 みま す。 また 、 学校 にお いて は、「個 別の 教育 支援 計画 」 を
作成 し、 一人 ひ とり の教 育的 ニー ズ に応 じた 教育 を推 進 しま す。  

◯ 個々 の状 況に 応 じた 地域 生活 を支 援 する ため 、障 害児 の 放課 後等 支援 の充 実 や難
聴児 支援 のた め の中 核的 機能 を有 す る体 制の 構築 など 、 支援 の提 供体 制の 拡 充を
図っ てい きま す 。  

◯ また 、障 害児 が 障害 児支 援を 利用 す るこ とに より 、地 域 の保 育・ 教育 等の 支 援を
受け られ るよ う にす るこ とで 、障 害 の有 無に かか わら ず 、全 ての 児童 がと も に成
長で きる よう 、 地域 社会 への 参加 や 包容 （イ ンク ルー ジ ョン ）を 推進 しま す 。  

 
  自分自身のことに関する要望ではなく、身近な友達の困りごとに対して、助けたい・助けて 

あげてほしいといった声がありました。みなさんのように、困っている子供の存在に気づき、 
理解し合い、助け合っていく必要があると感じていることは大切なことです。 

  日本語を母語としない子供やヤングケアラーなど、特に支援を必要とする子供や家庭に、 
それぞれの状況に合ったさまざまな支援を提供していきます。  
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仕事と子育ての両立や、安心・安全な生活に関すること（目標６関連） 
  

みなさ んからの 意 見  ～ 住 居 に関 するこ と～  

 

•  ゆとりの ある住 居 環 境 。特 に家 賃 が 高 い ので、家 の 中 で一 人 の 場 所 を 

作 りにくい。（ 保 護 者 /都 庁 モニ タ ー）  

•  もっと 家 賃 が 安 くなって成 長 や人 数 にみあっ た間 取 り に住 めるよう に 

なる。（ 保 護 者 /都 庁 モニタ ー）  

•  家 賃 補 助 。都 内 の 物 件 高 すぎ です。（ 高 校 生 /都 庁 モニタ ー）  

 

 

 東京 都の 取組  
◯ 子育 て世 帯に 配 慮し た住 宅供 給の 誘 導、 民間 賃貸 住宅 へ の円 滑な 入居 に対 す る支

援、 公的 住宅 の 建て 替え によ る子 育 て支 援施 設等 の整 備 及び 公的 住宅 にお け る子
育て 世帯 に対 す る入 居機 会の 確保 な どの 取組 を推 進し ま す。  

◯ 子育 て世 帯等 の 入居 を拒 まな い民 間 賃貸 住宅 （東 京さ さ エー ル住 宅） の登 録 促進
及び 入居 相談 な どの サポ ート を行 う 居住 支援 法人 の指 定 を進 めま す。  

◯ 都営 住宅 や公 社 住宅 の入 居者 募集 に おい て、 子育 て世 帯 が優 先的 に入 居で き る機
会を 確保 しま す 。  

◯ 住宅 の価 格や 家 賃が 上昇 する 中、民間 活 力を 活用 し、子育 て 世帯 等が 住み や すい ア
フォ ーダ ブル 住 宅の 供給 を推 進し ま す。  

 
みなさ んからの 意 見  ～ 仕 事 と育 児 の 両 立 に関 すること～  

 

•  父 、母 が 家 でい つも仕 事 をしてい て忙 しい。一 人 では行 けないから 、 

一 緒 に外 に遊 び に行 きたい 。 

•  親 が 共 働 きであっ ても、２ 人 と もが 必 ず定 時 で退 勤 できるような労 働  

環 境 が あればよいと 思 う 。 保 育 園 や学 童 などが 充 実 するの はありが  

たいと 思 う 一 方 で、そもそ も働 く時 間 が もっと 短 くなれば、子 どもに関  

わる時 間 も増 え 、よりよい 生 活 になると 思 う 。（ 保 護 者 /都 庁 モニ ター）  

 
 

 東京 都の 取組  
◯ 育児 は「 休み 」 では なく 「未 来を 育 む大 切な 仕事 」と 考 える 育児 休業 の愛 称 「育

業」 の理 念を 広 く普 及さ せ、 多様 な 主体 によ る取 組を 後 押し する こと で、 男 女問
わず 望む 人誰 も が「 育業 」で きる 社 会の 気運 を醸 成し ま す。 夫婦 で協 力し て 育児
がで き、 親子 時 間を 大切 にし た多 様 な働 き方 を推 進し て いき ます 。  

◯ 男女 とも に育 児 など のラ イフ イベ ン トが 訪れ た際 に、「育 業」 しや すく 、家 庭 と仕
事を 両立 でき る 職場 環境 の整 備や 、 男性 の家 事・ 育児 を 促進 する ため の普 及 啓発
を、 より 一層 推 進し てい きま す。  
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みなさ んからの 意 見  ～ 事 故 防 止 、安 全 な 街 に関 するこ と～  

 

•  歩 行 者 専 用 道 路 を整 備 してほしい。 

•  歩 きたばこ 、歩 きス マホはやめてほしい 。 

 

   東京 都の 取組  
◯ 子供 たち が交 通 ルー ルを 守り 、子 供自 身が 危険 を予 測し 回 避す るこ とが でき る よう 、

参加 ・体 験・ 実 践型 の交 通安 全教 育 など を実 施し ます 。  
◯ 幹線 道路 の整 備 が進 んで いな いエ リ アで は、 周辺 道路 の 渋滞 のた め、 地域 に 用事

のな い通 過交 通 が生 活道 路に 流入 し てい る。 この ため 、 地域 幹線 道路 を整 備 し、
安心 で安 全な ま ちを 実現 しま す。  

◯ 歩行 者の 安全 や 道路 交通 の円 滑化 な どを 図る ため 、鉄 道 の立 体化 を行 い、 踏 切を
除却 しま す。  

◯ 歩道 が無 い又 は 狭い 箇所 にお いて 、 バリ アフ リー に配 慮 した 歩道 整備 を推 進 し、
安全 で快 適な 歩 行空 間の 形成 を図 り ます 。  

◯ また 、現 道の 補 修に 併せ 、歩 道の 拡 幅や 段差 ・勾 配の 改 善な どに より 、歩 行 空間
の確 保・ 改善 を 行い ます 。  
みなさ んからの 意 見  ～ 犯 罪 の 未 然 防 止 に関 すること～  

 

•  犯 罪 や誘 拐 が なくなるよう になっ てほしい 。 

•  性 犯 罪 の 罪 を重 くしてほしい 。 

•  子 どもだ けでお出 掛 けしても安 全 な街 だ とよい 。 

•  コンビニ にたまり 、深 夜 に騒 ぐ等 迷 惑 な若 者 がい ない 環 境 に してほしい 。 

 

   東京 都の 取組  
◯ 東京 都・区市 町村・警視 庁・関係 団体 等 が連 携し て、子供 を 犯罪 被害 から 守 るた め

の取 組を 進め て いき ます 。  
◯ イン ター ネッ ト 等の 適正 な利 用や 薬 物乱 用防 止な ど、子供 が犯 罪等 に巻 き込 ま れな

いよ う啓 発を 行 って いく とと もに 、子 供 を見 守る ボラ ン ティ アの 活性 化な ど、地 域
で子 供を 見守 る 取組 を促 進し ます 。  

◯ 様々 な不 安や 悩 みを 抱え て「 トー 横」に 来 訪す る青 少年・若 者 が犯 罪被 害等 に 巻き
込ま れる こと の ない よう 、注 意喚 起を 行 うほ か、青少 年・若 者 への 相談 業務 を 行う
「き みま も＠ 歌 舞伎 町」を運 営し 、関 係機 関と 連携 を図 り なが ら様 々な 支援 に つな
ぎま す。  

◯ 子供 や保 護者 が 相談 しや すい 体制 の 充実 や、成長 、発 達段 階に 応じ た正 しい 知 識の
理解 促進 など 、 被害 者へ の支 援と 性 被害 の未 然防 止を 推 進し ます 。  

  住むところに関することや、家族ともっと一緒に過ごしたい、安全な街であってほしいという意見が 
寄せられました。安心できる環境は、必要です。 

  福祉や住宅、都市整備や交通など東京都の様々な担当局が一丸となって、次代を担う子 
供たちを健やかに育む環境の整備に取り組んでいきます。 
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○ このページでは、東 京都 子供 ・ 子 育て支援 総合 計画 での取組 以 外 に関していただい

た意見について、一部ご紹介します。 

 
【社会の雰囲気や価値観に関すること】 

・お兄ちゃんなんだから等の○○だから何かをしないといけない、という考えを持たないよ

うにしてほしい。 

・年齢でルールを分けないでほしい。みんな平等にしたい。 

・助け合いや気遣いなどをする社会なら幸せだと思う。 

・大人も子どももストレスが無い社会だといい。 

 

【学校に関すること】 

・通学手段や荷物など、通学の負担を減らしたい。 

・服装に関することなど、ルールや校則を見直してほしい。 

・学校の暑さ対策をしてほしい。 

 
【地域・まち・環境に関すること】 

・お祭りを復活してほしい。 

・学生が行けるくらいの値段の、おしゃれなカフェや娯楽施設が近くに欲しい。 

・公園にタバコがたくさん捨ててあるので、ポイ捨て禁止やトイレの清掃などの対策をして

ほしい。地域にごみ箱をふやしてほしい。 

・公園でもっと多様な遊びがしたい。 

・カーボンニュートラルに取り組んで欲しい。 

・交通の便を良くしてほしい。小中学生も都内の無料バスを使いたい。 

・生理用品を設置しているトイレを増やしてほしい。ショッピングセンターのトイレなどにス

マホアプリをかざすと生理用品がもらえるところがあるが、スマホを持っていないので利

用できない。 

・地震など災害時の食べ物の備蓄を用意してほしい。 

 

【経済に関すること】 

・お金の使い方を教えてほしい。 

・お金がかせげるようにしてほしい。 

・円安をなくしてほしい。 

・投資のことを教えてほしい。 

  

みなさんからのそのほかの意 見  
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子 供 ・ 子 育 て会 議 でみなさんの意 見 を紹 介 したときの 

      委 員 の先 生 からの感 想 ・ コメント 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現実的な意見が多く驚きま

した。今後、オブザーバーと

いった形も含め、大人と子供

で会議を開催することも検討

できると思います。 

自分のことだけではなくて、周りを

見ながら環境に対しての意見があり、

利他性、社会性が本当に高いと感じま

した。こうした声を聴くことで、子供

や社会に合った計画になると思いま

す。 

これまで大人が子供たちの 

思いを想像するにとどまっていま

したが、子供たちからの率直な意

見を実際に聞くことができたこと

に、意義があると思います。 

 

生の声を聞いて、幼稚園世

代とその上の世代（小学生）

をつなげることで、更に面白

い取組やまちづくりの機運が

高まるのではないかと感じま

した。 

相談したい、意見を言える場

や機会が欲しいという声が目を

ひきました。子供が意見を言う

機会を広げられるような工夫を

進めていただきたいです。 
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コラム：子供の意見を聴く取組の進め方  

 

 ○ 東京都子供・子育て支援総合計画（第３期）の策定にあたり、次のような流れ・ポ

イントを意識して、子供の意見聴取を実施しました。 

 
 ○ まず、子供の意見聴取実施にむけて、国や都で公開している子供の意見聴取に関す

るガイドライン等の資料を参考に、子供の権利についても学び、準備から意見聴取、

フィードバックまで、マニュアル化しました。 

 

 ○ 並行して、対象の法人・施設のリストを作成し、その中から無作為抽出により依頼

先を設定しました。子供へのアンケート及びインタビューへの協力をいただけると回

答いただいた法人・施設とは、子供たちの応募やインタビュー実施場所等の事前調整

を行いました。協力してくれる子供たちの負担になっていないか配慮しながら企画調

整を行うことがポイントとなります。 

 

 ○ アンケートについては、事前回答が望ましいか、当日説明をしながら記入してもら

う形が望ましいか、法人・施設の担当者と事前相談の上方針を決定する必要がありま

す。 

 

 ○ 実施後は子供たちに振り返りシートを記入してもらい、ヒアリングでの良かった

点・悪かった点を都度確認したうえで、次の回にはより柔軟に対応できるようにしま

した。 
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 ○ 意見集約や計画への反映には極力子供たちの言葉をそのまま残すように整理する必

要があります。他方、膨大なテキスト情報となるため、テキストマイニング等、機械

的な整理と実際の言葉を確認しながら、取りこぼしている意見がないか、子供の目線

に立った際に解釈が異なっていないか等、意識しつつ効率的に意見を整理しました。 

 

 ○ 最後に、協力していただいた法人や施設、子供たちに意見がどのように反映された

か分かるフィードバック資料を作成し、共有しました。子供たちの意見が実際に都の

施策に反映されていることを伝えることで、都の取組に興味を持ってくれることや、

次回以降も積極的に参加してもらえることにつながるので、丁寧に実施していく必要

があります。 

 

 ○ 基本となる当日の流れは以下の通りです（以下、「プログラム」と呼びます）。この

内容を基本としつつ、各法人・施設の実態・参加してくれる子供の状態等に合わせ

て、柔軟に内容を変更して実施しました。 

 
 
 ○ グループインタビューでは、「どういう発言したらいいのか？」という悩みや戸惑

いが生じるため、事前のアイスブレイクやプログラム開始前の雑談による、ゆるやか

な関係構築に気を付けました。 

 

 ○ 約束の説明では、【参加】【守秘】【尊重】を必ず伝えました。また、子供たちには

当日決めた、自分で決めたニックネームで呼び合ってもらい、個人情報は収集しない

形で実施しました。子供の自由意志を尊重し、参加を強制することはせず、保護者か

らの同意書の取得も不要としました。プログラムの途中で、参加をやめることもでき

るようにしました。 


